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赤ずきんちゃんの戦略
─ Angela Carter の“The Company of Wolves” ─
相　　田　　明　　子
I.　はじめに
アンジェラ・カーター（Angela Carter, 1940-92）は The Fairy Tales of 
Charles Perrault （1977）において，シャルル・ペロー（Charles Perrault, 
1628-1703）の『童話集』（Histories ou contes de temps passé, 1697）1の英語訳
を完成させたことに端を発し，お伽噺に関する多くの仕事をしている。な
かでも 80年代の英国文学界にセンセーションを巻き起こした The Bloody 
Chamber （1979）における古典的お伽噺の再話となる 2編，「青髭」
（“Bluebeard”, 1979）と「狼の連れ」（“The Company of Wolves”, 1979）に
より，ポストモダンのお伽噺作家としてのカーターの地位は揺るぎないも
のとなった。92年にカーターが亡くなったとき，サルマン・ラシュディ
（Salman Rushdie）はカーターを“its benevolent witch queen”，マーガレット・
アトウッド（Margaret Atwood）は “the Fairy Godmother”と呼び，いずれも，
フェアリーテイルにおけるカーターの功績を想起させる内容によって死を
 本稿は 2018年 12月 1日に山形大学で行われた第 73回日本英文学会東北支部大
会に於ける研究発表「赤ずきんちゃんの戦略」をもとにしている。
1  『ペロー童話集』には現代でもお馴染みの “Blue Beard”, “Little Red Riding 
Hood”, “Sleeping Beauty”, “Cinderella”, “Tom Thumb”, “Riquet with the Tuft”, 
“Puss in Boots”, “The Fairies”が含まれている。
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悼んだ2。
ペローの『童話集』に関する仕事が，カーターのフェアリーテイル作家
としての礎になり，カーターに多大なる影響を与えたことは明らかである。
しかし，それが具体的にどのようなものであったのか，詳細についてはい
まだに多く論じられてはいない。カーターという作家は，いつでも＜下層＞ 
の文化 ─ 被植民地の文化，大衆文化や女性文化 ─ の豊かで奥深い本質を
描きながら，事柄の真実を晒してきた。いっぽう，ペローは 17世紀フラ
ンスにおいてルイ 14世の宮廷に仕える，すなわち＜最上層＞の文化に属
しており，女性の社会的役割に対する理解も非常に狭量であった。このよ
うに，両者は（300年という時代を経て）社会的にも正反対の立場をとっ
ており，異なる見識をもって創作活動をしていたと考えられる。果たして
カーターは，ペローからどのようなイマジネーションを得て新たなフェア
リーテイルを編み出したのだろうか。本稿の目的は，『童話集』の出版以来，
約 3世紀以上にわたって世界中の人々に親しまれているペローの「赤ずき
ん」と，カーターによる再話 “The Company of Wolves”を読み比べること
によって見えてくる，お伽噺というジャンルの起源と発展の道程を明らか
にすることである。主人公・登場人物・プロットは，時代を経て，どのよ
うに変容してきた（あるいは変化していない）のだろうか，そのあたりの
事情を辿りながら，最終的には，お伽噺に内在する役割を再確認したいと
思う。
2 Carter （2008 : xi-xii）を参照。
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II.　ペローの赤ずきん
（1）　Oral TalesからWritten Talesへ
─ 田舎に住んでいる「女の子」が，母親のおつかいで森の中に暮ら
す祖母を見舞いに行く途中，狼に声をかけられて親しく話しこむ。女の子
が道草を食っている間，先回りした狼はおばあさんになりすまし，遅れて
きた女の子を食べようとする ─。こういったおはなしは，ながいこと，
ある世代から次の世代へと口承の言語によって伝えられていた民話の一部
であり，フランスではマザーグース（Contes de Ma Mere l’Oye）と呼ばれ
て親しまれてきた。口頭伝承によって何世紀も前からフランスに広く流布
していた民話のプロットを，シャルル・ペローが「文字」に書きしるし「文
芸お伽噺」として出版したのは 17世紀のおわりのことであった。ペロー
のお話は，以降，グリム兄弟（the Brothers Grim; Jacob Ludwig Carl, 1785-
1863. Wilhelm Carl, 1786-1859）や近代の民俗学者たちに語り継がれ，様々
な版に収集されていくことになる。このため，ペローは「ヨーロッパにお
けるお伽話の第一人者」とか「児童文学の祖」などと呼ばれている。また，
お伽噺として書かれたものには大抵，下敷きとなる民間伝承や神話，信仰
があったので，実際はペローが膨大な量のおはなしを収集したり調査した
りしたのだと考えられる。だから，オピー夫妻が指摘しているように，も
しペローが，「どこで，いつ，どのような状況でそれぞれの（口承の言語
による）おはなしを聞いたのかについて書き留めておこうという気にさえ
なっていたならば，彼は，おそらく今日フォークロアの父としてもあがめ
られていた」3と言えよう。
ペローが『童話集』を出版した頃のヨーロッパ，すなわち 17世紀末のヨー
3 Iona and Peter Opie （1974 : 26-7）を参照。
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ロッパ社会は，文明化の過程のさなかにあって，「大人」とは異なる「子
ども」という存在が徐々に新しい意味を獲得しつつあった時期であった4。
それ以前には＜小さな大人＞としか認識されていなかった者たちが，家庭
や社会で＜小さくてか弱い＞存在として認識され始めたことによって，上
流階級では子どもを教化するための文化・文学などが必要とされるように
なっていた。ルイ 14世の王宮に仕えるペローがこういった価値観の変動
に晒されたことは明らかであるから，ペローは文明化の途上にある社会状
況の機微をとらえながら「文芸お伽噺」を記したのだと考えられる。
（2）　『縫い針の道』と『留め針の道』
「赤ずきん」はフランス周辺でよく知られていた民話や警告話から，ペ
ローがさまざまな要素を汲み取って創作したものだと考えられている。警
告話には，大人の保護下にない子供を脅かす恐ろしい敵とみなされる大男，
大女，狼，野人，そして人狼（werewolf）がたびたび登場し，森の中で見
知らぬ人と話をしたり，知らない者を家に招き入れたりすることがどれほ
ど危険であるのかを子どもたちに伝えることが社会的な役割であった。「赤
ずきん」の原作は，南仏や北イタリア周辺の「裁縫」が盛んな町で口伝え
に語り継がれていたと推定されているが，似たようなストーリーは多数
あって，おおよそのストーリーを回収したペローが聴いていた話はおそら
く次のようなものだろうと言われる5。
おばあさんの家にパンとミルクを届けに行く途中，少女（名前はない）
4 アリエス（1980 : 35）「ほぼ 17世紀までの中世芸術では，子どもは認められて
いず，子どもを描くことが試みられたこともなかった。だが中世芸術における
子どもの不在は器用さが欠けたため，あるいは力量不足のゆえであるとは考え
られていない。それよりはむしろ，この世界のなかに子供気にとっての場所が
あたえられていなかったと考えるべきであろう。」
5 Zipes （2000 : 301-2）, （2006 : 456-8）を参照。
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は森で狼に遭遇する。狼は少女に，おばあさんの家に行くための近道は二
つあるがどちらにするか，と尋ねる。一方は『縫い針の道』もう一方は『留
め針の道』で，少女は『縫い針の道』を選ぶ。『留め針の道』を選んだ狼は，
先に着いておばあさんを食べてしまう。おばあさんになりすました狼は，
遅れてやって来た少女に，おばあさんの肉と血を提供する。おなかがいっ
ぱいになった少女は，狼に言われるがままに服を脱ぎ，祖母のベッドには
いり，隣で寝ている狼に様々な質問をする。状況に不穏なものを確認した
少女は，狼が少女を食べてしまおうとする時になって，機転を利かせて逃
げ出す（どうしても用を足したいからという理由で外に出る）といった内
容になっている。似たような趣旨の口承のお話においても，少女が自分の
手で困難から逃れる，という結末が多い。
「裁縫の町」での口頭伝承は，民俗学的には，少女の社会的・性的な通
過儀礼の物語であると解釈されている。少女が『縫い針の道』を選ぶのは，
この地方の伝統である裁縫の仕事を選び継承する，という意思であり，提
供された祖母の血や肉を孫娘が体内に取り込む行為は，古い世代の女性の
力が象徴的に若い娘に取り込まれる世代の継承を表している。さらに，狼
とともにベッドに入って，狼の体について次々に質問をする性への目覚め
を通し，結果的には，殺されてしまった祖母の血肉を体内に取り込んだ少
女が，巧妙に狼の手から逃げ出すことで，生命は次世代へと受け継がれて
ゆく，女性の世代交代の物語としての機能も果たしている。その世代をつ
なぐ役割をしているのが狼である。
（3）　「赤ずきん」の誕生　
口承のおはなしでは名前がなかった「女の子」に赤いフードを被せ「赤
ずきん」（Little Red Riding Hood）というニックネームを付けたのはペロー
5
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である。さらに，赤ずきんは，母親にも祖母にも大層可愛がられ「甘やか
された」「世間知らず」の少女と描写される。伝承のおはなしの少女と同
じく「田舎」に住んでいるので，病気のおばあさんに会いに行くためには，
森を通らなくてはならない。
　Little Red Riding Hood went off to the next village to visit her grandmother.　
As she walked through the wood, she met a wolf, who wanted to eat her but 
did not dare to because there were woodcutters working nearby.　He asked 
her where she was going.　The poor child did not know how dangerous it is to 
chatter away to wolves and replied innocently: ‘I’m going to visit my grand-
mother to take her this cake and this little pot of butter from my mother.’ . . . 
（Little Red Riding Hood, 11）6
森のなかで狼が赤ずきんを見つけた時，傍に木こりがいたため，狼は赤
ずきんを食べることができなかった。17世紀の森の中には，怖い生き物
もいたが，木こりや猟師の存在もあった。19世紀以降，圧倒的に流布し
ているグリム版の「赤ずきん」は，狼に食べられるが，通りかかった猟師
に救出されてハッピーエンドとなる。
狼が赤ずきんに行き先を尋ねると，赤ずきんは「狼とおしゃべりをする
ことがどんなに危険なことなのかを知らなかったので」まったく無邪気に，
おばあさんが「水車小屋を超えて最初の家に住んでいる」という情報を狼
に与えてしまう。さらに「自分はこっちの道を行くから，君はあっちの道
を行って，どちらが早くつくか競争をしよう」とけしかける狼の誘いにい
とも簡単に乗ってしまう。
6 本稿における “Little Red Riding Hood” の英語訳は The Fairy tales of Charles 
Perraultでカーターが行ったものを使用する。
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The wolf ran off by the shortest path and Red Riding Hood went off the longest 
way and she made it still longer because she dawdled along, gathering nuts and 
chasing butterflies and picking bunches of wayside flowers. （12）
赤ずきんは，当初の目的を忘れて，木の実を集めたり，蝶々を追っかけた
り，道端に咲いている花を摘んだりと，ぐずぐずしてしまったので，おば
あさんの家につくのがますます遅くなった。一方，先回りをした腹ペコの
オオカミは，おばあさんにおそいかかり，ガツガツと食べ，ベッドに入っ
て赤ずきんが来るのを待っている。ようやく到着した赤ずきんを部屋に招
き入れ，荷物を置いて服を脱ぎ，一緒にベッドに入るように言うと・・・
おなじみの場面となる。
Little Red Riding Hood took off her clothes and went to lie down in the bed. 
She was surprised to see how odd her grandmother looked.　She said to her:
　　‘Grandmother, what big arms you have!’
　　‘All the better to hold you with, my dear.’
　　‘Grandmother, what big legs you have!’
　　‘All the better to run with, my dear.’
　　‘Grandmother, what big ears you have!’
　　‘All the better to hear with, my dear.’
　　‘Grandmother, what big eyes you have!’
　　‘All the better to see with, my dear.’
　　‘Grandmother, what big teeth you have!’
　　‘All the better to eat you up.’
At that, the wicked wolf threw himself upon Little Red Riding Hood and 
gobbled her up, too. （13-14）
このように，ペローの赤ずきんは，狼に食べられてあっけなく死んでしま
う。また，これは他の多くのお伽噺がハッピーエンドで終わることとは対
照的である。ペローは，口頭伝承のプロットに従って田舎に住む人々に向
7
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けた警告話となる要素をシンプルに残したのだとも考えられるし，口承の
おはなしのなかの少女たちが機転をきかせて自分の身を守ったほどには，
ペローの描いた「赤ずきん」は知恵が働かなかったということかもしれな
い。おはなしの末尾に添えられた「教訓」（‘Moral’）は「子どもたち，特
に可愛くて育ちのよい若い女性たち」に向けて，知らない人と話してはい
けないし，そんなことをしたら赤ずきんのように飢えた狼に食べられてし
まっても仕方がないことを警告する。
Moral
Children, especially pretty, nicely brought-up young ladies, ought never to talk 
to strangers; if they are foolish enough to do so, they should not be surprised 
if some greedy wolf consumes them, elegant red riding foods and all.
　 Now, there are real wolves, with hairy pelts and enormous teeth; but also 
wolves who seem perfectly charming, sweet-natured and obliging, who pursue 
young girls in the street and pay them the most flattering attentions.
　 Unfortunately, these smooth-tongued, smooth-pelted wolves are the most 
dangerous beasts of all. （14）
このとき，語り手が呼びかけているのは，田舎に住んでいる少女たちでは
なく，ルイ 14世の宮廷にいるような上流階級の女性たち，あるいは，お
はなしを「読む」ことができるような階層の子供たちである。このように，
ペローの「赤ずきん」をそれ以前の口承の民話と比較したとき，「赤ずきん」
には，民話のプロットの大枠を保ちながらも変更されている部分が多くあ
る。17世紀末のフランスの動向とペローの社会的立場を考慮しながらテ
クストを再解釈すると，この変更の裏事情は明らかになる。冒頭で述べた
ように，当時フランスでは「大人」とは別の存在の「子ども」という概念
が生まれ，子どもの存在を意識した文学が作られはじめられていた。とは
いえ，それが「書かれた物語」である以上，その対象は文字を書いたり読
8
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んだりできる階層にある人たちであった。『童話集』の出版はちょうどこ
の時期で，ペローのおはなしには上流階級の子女をしつけ，教育するため
の行儀の手本を与えようと言う意図が込められており，子どもに向けて読
みきかせる際にも問題がないような体裁がとられていたと思われる。だか
ら，ペローの再話テクストには，おばあさんの血肉を孫娘が食べるグロテ
スクな場面も，読者にセクシュアリティを喚起させる描写も出てこない。
つまり，ペローは，自分が書く再話のなかには上流階級の子女には相応し
くない残酷さやエロティックなモティーフを題材にしたおはなしを採用し
なかったのだと考えられる。上層社会人として王宮に仕える身であったペ
ローは，伝承によるテクストの文体を整え，礼節を意識した物語に仕上げ
るために，様々な民話の要素を修正・省略または削除する必要があったの
だろう。そしてそれは，はからずも，ペローによって民話が文明化される
過程となったのである。
ところで，ペローの『童話集』では，赤ずきん以外のおはなしは，宮廷
を中心とする同時代の社会，つまりペローがリアルタイムで対峙していた
上流社会を彷彿させる場面設定や高価な小道具を用いた描写が多い。そう
いったテクストの結末は全てがハッピーエンドで終わっていて，それは，
ペローがお話を通して，上層の文化を称え，近代の優位性を説いているの
だとも解釈できる。しかし，そう考えると「赤ずきん」はとりわけ異質で，
文明化が進む華やかなパリや王宮とは相反する場所 ─ 文盲の農民たちが
民話や神話・祈りを伝承し続け，中世時代と同じようにゆっくりと時間が
流れている場所（田舎の森の中） ─ が舞台となっており，主人公は食べら
れて，ハッピーエンドを迎えない。赤ずきんには，民話の要素が多くちり
ばめられており，古くからの警告話としての機能を保持している。「女の
子が一人で森の中に入り狼に遭遇した場合，狼に襲われる以外，他にどん
9
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なことが起こるっていうのだろうか」7とカーターも指摘するように，予測
されうる事態がシンプルに遂行されている。このように考えたとき，「赤
ずきん」の創作には，伝承の文化や民話に対するペローの思い，つまり昔々
からヨーロッパの民衆に残酷な死や生命の繁殖に関する知恵やユーモアを
授けてきたフォークロアを「敬う」，作家としての純粋なペローの思いが
反映されているようにも考えられる。
III.　“The Company of Wolves”
「赤ずきん」について，ペロー版とグリム版での最大の相違点は結末に
ある。ペロー版では狼に食べられてしまってそれっきりの赤ずきんが，グ
リム版では狼に食べられた後で猟師に救出される。一方，カーターが “The 
Company of Wolves”のなかで描く少女は，狼に食べられることはない。食
べられないので救出されることもない。つまり，最初から最後まで救済者
は存在せず，何ものにも「食べられない」状態で結末を迎える。“The 
Company of Wolves”は，お伽噺というジャンルの「起源」にふみこみ，「文
芸お伽噺」の成立以来，徐々に神話化されてしまったお伽噺を解体するた
めの「再話」なのではなかろうか8。
（1）　森に対する畏怖
物語の開始からしばらくの間，荒涼とした「森」に生息する怖ろしい生
7 Carter（2008 : 77）.
8 Carter（2008 : 71-8）カーターの論点は，ペローによってはじめて「書かれ」「出
版された」中世のフォークテイルが，18-19世紀グリム兄弟の版になって
upper-class向けに充当され，さらに 20世紀の精神分析学の家族中心的な解釈
に充当されたように，《書き言葉》として成立して以降，お伽噺は社会階級への
興味がフォークロアの伝統に勝っている，ということだった。
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き物（獣）とそれらに関する古くからの言い伝え，そして，そこに住む「子
ども」たちの日常が語られる。この森は，ペローが「赤ずきん」を「書く」
以前の「森」，つまり口承を媒体として語り継がれていた頃の民話の舞台
である「森」のようだ。
One beast and only one howls in the woods by night.
　 The wolf is carnivore incarnate and he’s as cunning as he is ferocious; 
once he’s had a taste of flesh then nothing else will do. . . . 
　 It is winter and cold weather. In this region of mountain and forest, there is 
now nothing for the wolves to eat. Goats and sheep are locked up in the byre, 
the deer departed for the remaining pasturage on the southern slopes –wolves 
grow lean and famished. . . . of all the teeming perils of the night and the forest, 
ghost, hobgoblins, ogres that grill babies upon gridirons, witches that fatten 
their captives in cages for cannibal tables, the wolf is worst for he cannot listen 
to reason. 
　 You are always in danger in the forest, where no people are. . . .　The 
grave-eyed children of the sparse villages always carry knives with them when 
they go to tend the little flocks of goats that provide the homesteads with acrid 
milk and rank, maggoty cheese. Their knives are half as big as they are, the 
blades are sharpened daily. 
. . . Fear and flee the wolf; for, worst of all, the wolf may be more than he 
seems. （“The Company of Wolves” in The Bloody Chamber, 212-3）
獰猛でずるがしこい狼は「一度でも ‘flesh’の味を覚えたら，もうほかのも
のでは満足できなくなる」。‘flesh’はカーターがよく用いる語で，‘meat’
とは異なる意味合いで＜人間の肉（体）＞をあらわしている。一度でも人
間の肉体を食べたことのある狼は，もう他の肉では代用がきかなくなる，
ということだろう。森には狼以外にも，「幽霊」「小鬼」「赤ん坊を暖炉で
グリルする人食い鬼」「人質を檻に入れて太らせておく魔女」もいるが，
とにかく最も恐ろしいのは，道理が通用しない「狼」だという。人がいな
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い森の中は常に危険なので，そこに住む子どもたちは，自分の身を守るた
めに，体の半分くらいもある大きさのナイフを携帯している。また，「狼
は見かけ以上に恐ろしいかもしれないのだから，狼を恐れ，狼を見たら逃
げろ」という警告は，ペローの「訓告」の最後の一文（「残念ながら，そ
うやって滑らかな口調で，うまく声をかけてくる狼こそが最も危険な獣な
のです」）を想起させる。
続いて，中世の口承によるフォークテイルから，グリム版に至るまでの
「赤ずきん」を辿る数々のおはなしが語られる。首のない死体や切断され
た手足，といったグロテスクで暴力的な描写・女性のセクシュアリティを
描いた寓話などが随所に織り込まれ，語りは続けられる。
　 There was a hunter once, near here, that trapped wolf in a pit. This wolf 
had massacred the sheep and goats; eaten up a mad old man who used to live 
by himself in a hut halfway up the mountain and sing to Jesus all day; pounced 
on a girl looking after the sheep, but she made such a commotion that men 
came with rifles and scared him away and tried to track him to the forest but 
he was cunning and easily gave them the slip. So this hunter dug a pit and put 
a duck in it, for bait, all alive-oh; and he covered the pit with straw smeared 
with wolf dung. Quack, quack! Went the duck and a wolf came slinking out of 
the forest, a big one, a heavy one, he weighed as much as a grown man and the 
straw gave way beneath him—into the pit he tumbled. The hunter jumped af-
ter him, slit his throat, cut off all his paws for a trophy.
　 And then no wolf at all lay in front of the hunter but the bloody trunk of a 
man, headless, footless, dying, dead. （213）
「この辺りで狼を罠にかけた猟師がいた」「羊の世話をしていた娘が狼に襲
われたが，大声を出したので猟師が助けに来た」が「狼はずる賢くて逃げ
たので」「猟師は穴を掘って，そこにアヒルを一羽ほうりこみ藁で覆った」
ところ「一人の男ほどある大きな狼」が現れて穴にはまった。すぐに猟師
12
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が飛び込んで戦利品として 4本の足を切り取ったが，そこで猟師が見たの
は，「頭も足も無い，血みどろの人間の男の胴体だった」と，人狼が登場
したかと思えば，谷間に住む「魔女」が「村の結婚式の参列者を全員狼に
変えてしまった」という話が始まる。それほど昔ではない頃，村の若い女
と結婚した男が，初床から「ちょっと用を足しに行く」と言ったまま姿を
消した後，女が再婚した頃になって戻ってきて，再婚した女に怒り狼に姿
を変えたという話などが語られる。
（2）　「彼女」の戦略
冒頭から 3分の 1を過ぎたころ，ようやく「赤ずきん」とおもわれる少
女が，このあたりに暮らす「気丈な子ども」（“this strong-minded child”）
として登場する。かつて口承のおはなしのなかで，少女には名前がなかっ
たように，この主人公にも呼び名はない。以下すべて，少女は “she”で描
写されることになる。
It is midwinter and the robin, the friend of man, sits on the handle of the 
gardener’s spade and sings. It is the worst time in all the year for wolves but 
this strong-minded child insists she will go off through the wood. She is quite 
sure the wild beasts cannot harm her although, well-warned, she lays a carving 
knife in the basket her mother has packed with cheeses. . . . she has been too 
much loved ever to feel scared. 
　 Children do not stay young for long in this savage country. There are no 
toys for them to play with so they work hard and grow wise but this one, so 
pretty and the youngest of her family, a little late-comer, had been indulged by 
her mother and the grandmother who’d knitted her the red shawl that, today, 
has the ominous if brilliant look of blood on snow. Her breasts have just begun 
to swell; her hair is like lint, so fair it hardly makes a shadow on her pale 
forehead; her cheeks are an emblematic scarlet and white and she has just 
started her woman’s bleeding, the clock inside her that will strike, hence-
13
26
赤ずきんちゃんの戦略
（ ）
forward, once a month. . . . she does not know how to shiver. She has her knife 
and she is afraid of nothing.
　 Her father might forbid her, if he were home, but he is away in the forest, 
gathering wood, and her mother cannot deny her.（215）
今は真冬で（食べ物がなく）狼にとっては一年で最悪のときなのに，田舎
の「気丈な子ども」は一人で森の中を通って行くのだと言い張っている。「彼
女」は，用心すれば「狼に襲われたりしないという確信がある」が，「念
のために」よく研いだナイフをバスケットに忍ばせ，冬の森を 2時間ほど
歩いたところに住んでいるおばあさんを見舞うことにする。「この未開の
土地」（“this savage country”）で育つ子供たちは，「いつまでも子どもの
ままではいられない」。玩具はないし仕事に精を出すしかないから自然と
知恵もつくのだという。この部分は，「子ども」が＜小さな大人＞と見な
されていた時代，「子ども」という概念が明確になっていない状況を示し
ている。田舎では働き手が必要なので，＜小さな大人＞も仕事に精を出し
ていた。「彼女」は末娘として愛されて育ったため，怖がることを知らない。
年齢は不明だが，「初潮を迎えた」のだから，小さな子どもというわけで
はないだろう。保護者の存在はあるが，父親は薪を集めるのに忙しく，母
親には「彼女」を止めることは出来ない，つまり誰も彼女を狼から助けて
はくれないし，警告もしてくれないのである。
森のなかで影を見て危険を感じたとき，「彼女」はとっさにナイフに手
を置くが，そこには狼も裸の男もいなかった。代わりに，「これまでに見
たこともないような」「たいそうきれいな男」があらわれた。男は猟師の
いでたちをしていて，コンパスを持っており，親切に彼女の荷物を持って
あげると言った。
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　 When she heard the freezing howl of a distant wolf, her practiced hand 
sprang to the handle of her knife, but she saw no sign of a wolf at all, nor of a 
naked man, neither, but then she heard a clattering among the brushwood and 
there sprang on to the path a fully clothed one, a very handsome young one, in 
the green coat and wideawake hat of a hunter, laden with carcasses of game 
birds. . . . she’d never seen such a fine fellow before, not among the rustic 
clowns of her native village. . . . When he offered to carry her basket, she gave 
it to him although her knife was in it because he told her his rifle would protect 
them. . . . This young man had a remarkable object in his pocket. It was a 
compass. . . . He assured her this compass had taken him safely through the 
wood on his hunting trip because the needle always told him with perfect 
accuracy where the north was. . . .（215-6） 
護身用の大切なナイフが入っているのに，荷物を預けてしまうほどに，
「彼女」は男に気を許していた。男は「銃を持っているから狼は怖くない」，
「コンパスで北がわかるから道に迷わない」といい，「どちらが早く着ける
か賭けをしよう」と提案する。
　I don’t believe you. Besides, aren’t you afraid of the wolves?
　He only trapped the gleaming butt of his rifle and grinned.
　 Is it a bet? he asked her. Shall we make a game of it? What will you give 
me if I get to your grandmother’s house before you?
　What would you like? She asked disingenuously.
　A kiss. 
　Commonplaces of a rustic seduction; she lowered her eyes and blushed. 
（216）
このあたりのやり取りは伝統的なプロットであるし，「コンパス」は『留
め針の道』の道を選んだ狼を連想させる。たぶん，この「きれいな男」は
狼で少女を騙して食べてしまうのだろう・・・と読者に思わせておきなが
ら，しかし，カーターが描くこの「彼女」は，男（狼）の仕掛ける罠には
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まるような，これまでの少女たちとは違っている。「僕が賭けに勝ったら，
君は僕に何をくれる ?」という男に対して，「何がほしいの ?」と「腹黒く」
聞き返し，「キス」という男の回答を得て頬を染める。だから彼女は，男
が賭けに勝つように，わざとぐずぐずと道草を喰いながら少し遅れておば
あさんの家にたどりついた。おばあさんの家では，もうとっくに，変装を
といて狼に戻った男がおばあさんを食べてしまっている。おばあさんの家
のドアを開けた時，彼女は男の姿が部屋の中に見当たらないことに少し落
胆したのだが，家に入るとすぐに，どうやら部屋の様子がいつもと違うこ
とに気付いた。
　What big eyes you have.
　All the better to see you with.
　No trace at all of the old woman except for a tuft of white hair that had 
caught in the bark of an unburned log.　When the girl saw that, she knew she 
was in danger of death.
　Where is my grandmother?
　There’s nobody here but we two, my darling.（219）
（おそらくおばあさんの）白い髪が一房，燃え残った薪に引っかかってい
るのを見た少女は，自分に「死の危機が迫っている」ことにいちはやく気
が付いた。窓の外では狼たちがすさまじい声で吠えているので，逃げ出す
ことはできない。しかし，窓を閉め，体にしっかり巻き付けていた緋色の
ショールを脱ぐ頃には，「恐怖は何の役にも立たない」と悟り，彼女は「恐
れることをやめる」。ここからは，伝統的な「赤ずきん」のプロットのな
かに，「彼女」の賢さと生き残るための戦略が明確に示される。「ショール
をどうしたらいい ?」少女が尋ねると「燃やしてしまえばいいよ，もう必
要ないから」と狼が答える。「ブラウスは ?」「それも燃やしなよ」彼女は
16
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着ているものを次々と脱いで自分の手で燃やしていく。とうとう，彼女が
身に纏っているのが，「まだ誰にも触れられていない肉体（“flesh”）だけ
になったとき」（now she was clothed only on her untouched integument of 
flesh.），彼女は自分の髪を手で梳きながら男の方に歩いて行って，シャツ
のボタンをはずす。
　What big arms you have.
　All the better to hug you with.
　Every wolf in the world now howled a prothalamion outside the window as 
she freely gave him the kiss she owed him.
　What big teeth you have! 
　She saw how his jaw began to slaver and the room was full of the clamour of 
the forest’s Lievestod but the wise child never flinched even as he answered: 
All the better to eat you with. 
　The girl burst out laughing; she knew she was nobody’s meat. She laughed 
at him full in the face, she ripen off his shirt for him and flung it into the fire, in 
the fiery wake of her own discarded clothing. The flames dance like dead souls 
on Walpursignacht and the old bones under the bed set up a terrible clattering 
but she did not pay them any heed. （219）
「なんて大きな歯なの !」「お前を食べるためだよ」と男が答えたときでさえ，
彼女はブッとふきだして笑った。彼女は「自分が誰の餌食 （“meat”）にも
ならない」ことを知っていた。それから，男のシャツをはぎ取って火の中
へ放り込んだ。
ついに「彼女」は狼の腹のなかに収まることなく，結末を迎える。
Snowlight, moonlight, a confusion of paw prints.
　All silent, all silent.
　Midnight; and the clock strikes. It is Christmas day, the werewolves’ 
birthday, the door of the solstice stands wide open ; let them all sink through.
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　See! Sweet and sound she sleeps in granny’s bed, between the paws of the 
tender wolf.（220）
「彼女」はおばあさんのベッド，おばあさんの遺骨が下に隠されているベッ
ドの上で，優しい狼の足の間ですやすやと眠っている。
IV.　おわりに
以上，考察してきたように，カーターは “The Company of wolves”にお
いて，お伽噺というジャンルの起源にふみこみ，精選された「文芸お伽噺」
の成立以来，徐々に神話化されてしまったおとぎ話を解体し，再び新しい
おはなしとして語り直している。ペローのプロットを（時にはグリムの修
正箇所をも）尊重しながら，ペローが物語を書く以前から何世紀にもわたっ
てヨーロッパの人々の間に浸透していた，口頭伝承による民話的要素を積
極的に採用している。そうすることによって，ペローが削除したり修正せ
ねばならなかった箇所を補足し，ヨーロッパで脈々と語りつがれていた警
告話・民話やお伽噺に含まれていた豊かで層の厚い伝承文化，アイロニー・
ユーモア・風刺等によるアドヴァイスがちりばめられ，生命の繁栄にたい
する知恵に満ちていたヨーロッパのお伽噺の伝統を，現代の読者に向けて，
再び語り直すことに成功しているのである。
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A Strategy of Little Red Riding Hood 
— Angela Carter’s “A Company of Wolves” —
Akiko Aida
This thesis explores what Angela Carter extracts from the traditional oral 
tales and how she recasts them in her own way through her retelling of the 
story. Deep in the woods a girl meets a wolf on her way to grandmother’s 
house. This popular and classic fairy tale was “written” by Charles Perrault in 
1697. Since then the story has been known as “Little Red Riding Hood” and is 
one of the most popular of all tales in the world. In Perrault’s version of the 
story the wolf gobbles up the girl. It points to a specific moral lesson : 
you get what you deserve if you stray from the path and give into seduction. 
There was a popular anterior version of the oral tale that had featured a girl 
capable of defending herself from the wolf using her wit. Those oral stories 
were enriched with mythologies, superstisions, legends, belief and so on. 
However, Perrault, a well-known member of the academy, could hardly use the 
latent content of stories about a motif of grotesque or bestiality. Therefore, 
with some modification and dissolution, he made the accomplishment of 
producing elegant fairy tales that stemmed from oral tradition. About 300 
years after Perrault’s tale, Carter completed The Fairy Tales of Charles Perrault 
（1977） which was a translated English version of Perrault’s Histories ou Contes 
de Temps Passé （1697）. Furthermore “A Company of Wolves” （1979） is 
Carter’s most admired work, which was a rewritten and revised version of 
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Perrault’s “Little Red Riding Hood”. In her retelling, a girl living in the 
countryside is not scared and lies down with the wolf. That is to say, “she” 
eats the wolf. This was very typical of Carter, who was devoted to changing 
the very nature of the fairy tale in radical ways. Her interest was to extract 
the latent content from the oral tales and recast it in her own way, then use it 
as the beginning of a new story. Only a few critics have so far  made the 
realization that Perrault played a major role in Carter’s development as a fairy-
tale writer.  Moreover, what is a little strange, in Jack Zipes words, is “Carter’s 
attraction to Perrault”, who was well-born and was a conservative writer in 
Louis XIV’s court, being narrow minded toward women and their social 
roles. These topics will be addressed in my conclusion.
